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一般行政部門

特別行政部門

公営企業等
会計部門

職　種
一般事務職
保育・幼稚園教諭
消防職
技能労務職
医師
薬剤・医療技術
看護・保健職

合計

職員数
Ｈ17.4.1現在

3
66
18
0
12
2
15
49
28
193
30
52
82
94
11
9
11
125
400

議会
総務（支所を含む）
税務
労働
農林水産
商工
土木
民生
衛生
小計
教育
消防
小計
病院
水道
下水道
その他（国保・介護）
小計

Ｈ17.2.13現在
209
35
52
14
11
22
65
408
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市
職
員
の
給
与
等
の
公
表

平
成
17
年
4
月
1
日
現
在
に
お
け
る
上
野
原
市
職
員
の
給
与
等
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

３人件費の状況（普通会計決算）

区 分
住民基本
台帳人口

歳 出 額
（Ａ） 実質収支

人 件 費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

（17.3.31現在）人

28,564
千円

12,966,518
千円

683,507
千円

2,468,349
%

19.016年度

４職員給与費の状況（普通会計予算）

区 分
職 員 数
（Ａ）

給 与 費 1人あたり給与費
（Ｂ/Ａ）

人

276

給　料
千円

1,157,429

職員手当
千円

164,612

期末勤勉手当
千円

470,791

計（Ｂ）
千円

1,792,832

千円

6,495
17年度

注（1）職員手当には、退職手当を含みません。
（2）給与費は、当初予算に計上された額です。

２職員の採用・退職の状況（平成17年2月13日～平成17年4月1日）
退職者数

8
0
1
1
1
2
3
16

採用者数
1
0
0
0
2
2
2
7

Ｈ17.4.1現在
202
35
51
13
12
22
64
399

※退職者数・採用者数には、東部広域連合・東部地域広域水道企業団への派遣およ
び派遣解除による者を含みます。

総合計

１部門別職員数の状況

※職員数は一般職に属する職員であり、教育長
を含みます。

※人件費には、議員報酬・手当、委員等報酬および市長等特別職の
給与等を含みます。

▲市役所入口

▲市役所窓口の様子



特殊勤務手当

時間外
勤務手当

区分

扶養手当

住居手当

通勤手当

全職種
78人

57,600円
16種

診療手当

夜間看護手当

262人
34,300円

支給職員数
1人あたり平均支給月額

代表的な
手当の名称

支給額の
多い手当
多くの職員に支給
されている手当

平均年齢
43.1歳
48.8歳

区　分
一般行政職
技能労務職

平均給料月額
347,500円
303,300円

区　分
標 準 的 な
職 務 内 容
職 員 数
構 成 比

９級
部長
室長
5人

2.9％

3 広報うえのはら　平成18年3月号　　　　　

※（1）上野原市職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
（2）標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

６職員の平均給料月額および平均年齢の状況

９主な職員手当の状況
区 分 内 　 容

（16年度支給割合）
期末 勤勉

6月期 1.40月分 0.70月分
12月期 1.60月分 0.70月分
計 3.00月分 1.40月分

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21 .00月分 27.30月分
勤続25年 33 .75月分 42.12月分
勤続35年 47 .50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
１人あたり （自己都合） （勧奨・定年退職）
平均支給額 2,612千円 26,874千円

期末勤勉手当

退 職 手 当

５一般行政職の級別職員数の状況
１級

主事補

0人
0％

２級

主事

12人
6.9％

３級

主任

21人
12％

４級

副主査

19人
10 .9％

５級

主査

28人
16％

６級

副主幹

32人
18 .3％

７級

主幹

42人
24％

８級

課長

16人
9.1％

計

175人
100％

８職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
区 分 経験年数10年

295,100円
225,800円

経験年数15年
330,900円
274,700円

経験年数20年
373,400円
347,400円

315,500円

一般行政職

技能労務職

大学卒
高校卒
大学卒
高校卒

※（1）経験年数とは､卒業後直ちに採用され､引き
続き勤務している場合の採用後の年数をい
うものです｡

（2）経験年数別の10年とは10年以上15年未満､
15年とは15年以上20年未満､20年とは20年
以上25年未満の区分に基づいています｡

765 ,000円
618 ,000円
580 ,000円
560 ,000円
310 ,000円
280 ,000円
260 ,000円

6月期　 12月期　　計
2.1月分　2.3月分　4.4月分

6月期　 12月期　　計
1.6月分　1.7月分　3.3月分

給
料

報
酬

期
末
手
当

区 分
１０特別職の報酬等の状況

給 料 月 額 等
市 長
助 役
収 入 役
教 育 長
議 長
副 議 長
議 員
市 長
助 役
収 入 役
教 育 長
議 長
副 議 長
議 員

一般行政職

区　分
大学卒
高校卒

初任給
170,700円
138,800円

年齢
22歳
18歳

７職員の初任給の状況

※退職手当の一人あたり平均支給額は、前年度に退職した全職
種に係る職員に支給された平均額です。

区　分
支給職員数
1人あたり平均支給月額
手当の種類（手当数）

内　　　　　　容
①配偶者　13,500円
②配偶者以外2人まで　1人6,000円
【扶養親族でない配偶者がある場合】1人のみ6,500円
【配偶者がない場合】1人のみ11,000円
③その他　5,000円
※満16歳から満22歳の年度末までの加算額　5,000円
①借家の場合（12,000円を超える家賃を払っている職員）
家賃の額に応じ27,000円を限度に支給
②自宅の場合
世帯主である職員に2,500円支給
①交通機関利用の場合
運賃相当額を全額支給
②自動車等使用者
通勤距離が片道2㎞以上の場合に通勤距離に応じて支給

※総務省様式に基づく、職員の給与・定員管理等の公表は、後日、上野原市のホームページに掲載します。
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東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
へ
の

統
合
後
の
水
道
料
金
の
支
払
い
方
法

水
道
つ
う
し
ん

《
取
扱
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
》

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
ロ
ー
ソ
ン
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
・
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
・
ヤ

マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー
・
ス
リ
ー
エ

フ
・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
・
エ
ー
エ
ム
･
ピ
ー

エ
ム
・
サ
ー
ク
ル
Ｋ
・
サ
ン
ク
ス
・
エ
ブ

リ
ワ
ン
・
く
ら
し
ハ
ウ
ス
・
コ
コ
ス
ト

ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
・
ス
パ
ー
北

海
道
・
ス
パ
ー
九
州
・
ス
リ
ー
エ
イ
ト
・

生
活
彩
家
・
オ
ー
ブ
オ
ン
・
ポ
プ
ラ
・
セ

イ
コ
ー
マ
ー
ト（
北
海
道
、
関
東
に
限

定
）・
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ（
東
北
、
関
東
、

沖
縄
に
限
定
）

※
30
万
円
を
超
え
る
お
支
払
い
は
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
お
取
り
扱
い
で
き

ま
せ
ん
。

※
現
在
、
上
野
原
市
水
道
課
が
発
行
し
て
い

る
納
付
書
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
お
支
払
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

《
上
野
原
市
役
所
・
大
月
市
役
所
》

・
上
野
原
市
役
所
会
計
課

・
大
月
市
役
所
会
計
課

《
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
》

東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
本
所（
大
月

市
七
保
町
）・
上
野
原
事
務
所（
現
上
野
原

市
水
道
課
）

至総合グラウンド

至葛野 至猿橋

葛野川

桂川

石動団地

コンビニ

東部地域広域
水道企業団本所

国道20号線

ＪＲ猿橋駅

至上野原市

至大月

※ＪＲ猿橋駅から徒歩8分

上野原小学校

東部地域広域水道
企業団上野原事務所

市立病院

国道20号線本町

至大月 至東京

月見が池

水
道
企
業
団
本
所

水
道
企
業
団
上
野
原
事
務
所

ハ
ガ
キ
納
付
書
見
本

東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
統
合
後
の
水

道
料
金
の
お
支
払
い
方
法
は
、
納
付
書
で
の

お
支
払
い
か
、
口
座
振
替
で
の
お
支
払
い
の

ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
変
更

し
な
い
場
合
は
現
行
ど
お
り
と
な
り
ま
す
。）

納
付
書
で
の
お
支
払
い

検
針
終
了
後
に
納
付
書
を
お
送
り
い
た
し

ま
す
の
で
、
届
き
次
第
、
納
入
期
限
内
に
指

定
金
融
機
関
・
郵
便
局
窓
口
・
企
業
団
事
務

所
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
納
付

書
を
お
持
ち
に
な
り
、
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

―
お
支
払
い
場
所
―

《
取
扱
金
融
機
関
》

山
梨
中
央
銀
行
本
支
店
・
山
梨
信
用
金
庫

本
支
店
・
都
留
信
用
組
合
本
支
店
・
山
梨

県
民
信
用
組
合
本
支
店
・
ク
レ
イ
ン
農
業

協
同
組
合
本
支
店
・
美
富
士
農
業
協
同
組

合
本
支
店
・
郵
便
局（
山
梨
、
神
奈
川
、

千
葉
、
埼
玉
、
群
馬
、
栃
木
、
茨
城
、
東

京
の
各
都
県
内
に
所
在
す
る
郵
便
局
で
納

期
限
内
に
限
り
取
り
扱
い
ま
す
。）

※
現
在
、
上
野
原
市
水
道
課
が
発
行
し
て
い

る
納
付
書
で
は
、
郵
便
局
で
の
お
支
払
い

は
で
き
ま
せ
ん
。
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上
野
原
市
水
道
課
の
は
な
し
Ⅲ

太
平
洋
戦
争
に
至
る
不
安
定
な
時
期
の
影

響
か
ら
、
国
内
人
口
は
減
少
し
、
上
水
道
の

需
要
量
は
均
衡
を
保
っ
て
い
ま
し
た
が
、
戦

後
の
復
員
、
文
化
の
復
興
に
伴
い
、
ろ
過
量

の
不
足
が
次
第
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

ま
た
、
戦
後
に
進
駐
軍
が
当
市
に
駐
留
す

る
と
の
内
示
が
あ
り
、
旧
関
東
衛
生
局
長
が

度
々
上
水
道
施
設
の
水
質
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
。
昭
和
23
年
8
月
に
初
め
て
塩
素

滅
菌
機
を
備
え
、
公
衆
衛
生
の
万
全
を
期
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
給
水
区
域
の
拡
張
、
給
水
人
口

の
増
大
、
生
活
様
式
の
変
化
等
に
よ
り
、
水

需
要
が
増
加
し
、
主
要
水
源
を
鶴
川
三
二
山

の
表
流
水
に
変
更
し
、
数
次
に
わ
た
る
拡
張

事
業
を
経
て
い
ま
す
。
第
4
次
拡
張
事
業
で

は
、
山
梨
県
下
初
の
急
速
ろ
過
装
置
を
導
入

し
、
新
し
い
水
道
分
野
を
開
き
ま
し
た
。

最
近
の
第
8
次
拡
張
事
業
で
は
、
将
来
の

水
需
要
の
増
大
に
対
応
す
る
た
め
、
葛
野
川

総
合
開
発
事
業
に
よ
る
深
城
ダ
ム
計
画
に
参

画
し
、
水
源
水
量
を
確
保
す
る
計
画
を
中
心

と
し
て
認
可
を
受
け
て
い
ま
す
。

第
9
次
事
業
で
は
、
簡
易
水
道
等
の
上
水

口
座
振
替
で
の
お
支
払
い

検
針
終
了
後
、
そ
の
月
の
26
日（
休
日
の

場
合
は
翌
営
業
日
）に
指
定
金
融
機
関
・
郵

便
局
の
お
客
様
指
定
口
座
よ
り
振
替
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
振
替
日
ま
で
に
口

座
の
残
高
に
注
意
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
お
申
し
込
み
の
場
合
は
、
通

帳
・
届
出
印
・
領
収
書
等
を
お
持
ち
に
な

り
、
次
の
金
融
機
関
の
窓
口
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

《
口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関
》

山
梨
中
央
銀
行
本
支
店
・
山
梨
信
用
金
庫

本
支
店
・
都
留
信
用
組
合
本
支
店
・
山
梨

県
民
信
用
組
合
本
支
店
・
ク
レ
イ
ン
農
業

協
同
組
合
本
支
店
・
美
富
士
農
業
協
同
組

合
本
支
店
・
郵
便
局（
山
梨
、
神
奈
川
、

千
葉
、
埼
玉
、
群
馬
、
栃
木
、
茨
城
、
東

京
の
各
都
県
内
に
所
在
す
る
郵
便
局
で
申

し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

※
統
合
関
係
や
そ
の
他
の
こ
と
で
不
明
な
点

や
疑
問
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団

〒
4
0
9
―

0
6
2
2

大
月
市
七
保
町
下
和
田
4
1
5

（
蕁
22
―

0
0
9
9

蕭
22
―

5
4
7
2
）

上
野
原
市
水
道
課

〒
4
0
9
―

0
1
1
2

上
野
原
市
上
野
原
3
4
0
5

（
蕁
63
―

0
5
2
3

蕭
63
―

4
2
5
1
）

営
業
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
休

業
と
な
り
ま
す
。）

道
へ
の
統
合
に
向
け
た
拡
張
と
し
て
認
可
を

受
け
、
そ
の
後
、
更
な
る
給
水
区
域
の
拡
張
、

鶴
島
浄
水
場
の
膜
ろ
過
方
式
へ
の
移
行
と
2

回
に
お
よ
ぶ
変
更
認
可
を
受
け
て
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
17
年
2
月
13
日
の
上
野
原
町

と
秋
山
村
の
町
村
合
併
を
終
え
、
上
野
原
市

上
水
道
と
し
て
あ
ゆ
み
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
18
年
4
月
1
日
、
上
野
原

市
上
水
道
事
業
は
、
東
部
地
域
広
域
水
道
企

業
団
に
統
合
し
、
こ
れ
か
ら
も
安
全
で
安
定

し
た
飲
料
水
の
供
給
を
目
指
し
、
事
業
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

今
月
で
「
水
道
つ
う
し
ん
」
は
終
了
し
ま

す
。
長
い
間
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

昭
和
35
年
上
野
原
浄
水
場
　

急
速
ろ
過
装
置
始
動
式
準
備
風
景

▲

東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
　
百
蔵
浄
水
場

▲

▲大月市七保町にある東部地域広域水道企業団本所



小沢東団地1号棟20戸

葬斎場機械室
市立病院ボイラー室
市民会館体育館

天井

天井および壁面
天井
天井

封じ込め（平成14年2月実施）
囲い込み（平成18年10月完了予定）
撤去（平成17年12月実施済み）
封じ込め（平成18年2月～3月実施予定）
除去（平成18年度実施予定）
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公
共
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト

実
態
調
査
結
果
報
告

現
在
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て
、
市
で
は
、
58
の
公

共
施
設
と
44
の
学
校
施
設
に
お
い
て
、
そ
の

使
用
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
2
段
階
に
分

け
て
実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

《
第
1
次
調
査
》

第
1
次
調
査
で
は
、
建
築
士
が
設
計
図
書

の
確
認
と
現
地
調
査
を
行
い
、
吹
付
け
ア
ス

ベ
ス
ト
の
有
無
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
結
果
、
こ
の
調
査
に
よ
り
、
公
共
施
設

4
か
所
と
学
校
施
設
5
か
所
で
ア
ス
ベ
ス
ト

の
使
用
の
疑
い
が
あ
る
と
い
う
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。

《
第
2
次
調
査
》

第
1
次
調
査
の
結
果
を
受
け
、
市
で
は
、

環
境
検
査
機
関
に
よ
る
第
2
次
調
査
を
速
や

か
に
実
施
し
ま
し
た
。
第
2
次
調
査
で
は
、

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
の
疑
い
が
あ
る

施
設
か
ら
、
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
て
X
線
解

析
に
よ
る
分
析
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、

疑
い
の
あ
る
施
設
9
か
所
の
い
ず
れ
の
施
設

か
ら
も
ア
ス
ベ
ス
ト
が
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

《
対
応
に
つ
い
て
》

最
初
の
実
態
調
査
時
点
で
、
す
で
に
、
ア

ス
ベ
ス
ト
の
使
用
が
判
明
し
て
い
た
4
施
設

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
処
理
方

針
を
決
定
し
、
表
の
と
お
り
対
応
が
と
ら
れ

て
い
ま
す
。

『
ア
ス
ベ
ス
ト
と
は
？
』

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
は
、
天
然
の
鉱
物

繊
維
で
、
熱
、
摩
擦
、
酸
や
ア
ル
カ
リ
に
強

く
、
丈
夫
で
変
化
し
に
く
い
と
い
う
特
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
が
吸
い
込
む

と
肺
が
ん
や
悪
性
中
皮
腫
な
ど
の
病
気
を
引

き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
建
物
の
劣
化

や
解
体
な
ど
に
よ
り
飛
散
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
現
在
、
こ
れ
ら
の
飛
散
を

未
然
に
防
ぐ
緊
急
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

アスベストの使用が
判明している施設と部位

対　　応

※平成18年度対応予定の施設は、現在施錠密閉することによりアスベストが飛散しない
対策がとられています。
※「封じ込め」とは、吹付けアスベストを固化することにより周囲への飛散を防ぐ対策
です。また、「囲い込み」とは、板などで囲むことにより吹付け面を覆う対策です。

●問い合わせ

総務課総務防災担当
（蕁62－3117）

アスベストの使用が判明している施設と対応方法

ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
が
判
明
し
て
い
る
市
民

会
館
体
育
館
の
天
井

▲

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
表
面

▲
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を
半
月
以
上
利
用
し
た
と
き
等

※
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
「
寝
た
き

り
老
人
・
痴
呆
性
老
人
介
護
慰
労
金
事

業
」
と
「
寝
た
き
り
老
人
等
オ
ム
ツ
支
給

事
業
」
を
統
合
し
ま
す
。

福
祉
用
具
貸
与
事
業

●
目
的

介
護
保
険
被
保
険
者
で
、
緊
急
時

に
在
宅
介
護
が
必
要
な
方
に
対
し
、
福
祉

用
具
を
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
常
生

活
の
便
宜
を
図
り
ま
す
。

●
福
祉
用
具
の
種
類

・
介
護
用
ベ
ッ
ド

・
車
椅
子

・
エ
ア
ー
マ
ッ
ト

●
利
用
対
象
者

・
病
院
・
介
護
保
険
施
設
に
入
院
・
入
所
し

て
い
る
方
で
、
外
泊
等
に
よ
り
自
宅
で
介

護
を
必
要
と
す
る
方

家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

●
目
的

在
宅
に
お
い
て
、
寝
た
き
り
高
齢

者
等
を
介
護
し
て
い
る
方
に
対
し
、
そ
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
、
家
族
介
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
り
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る

要
介
護
度
4
と
5
の
要
介
護
認
定
者
お
よ

び
そ
れ
に
相
当
す
る
状
態
に
あ
る
高
齢
者

と
同
居
し
、
常
時
在
宅
に
お
い
て
介
護
し

て
い
る
方

●
慰
労
金
額

年
額
6
万
円

●
支
給
基
準
・
時
期

要
介
護
認
定
日
の
翌

月
か
ら
毎
月
5
0
0
0
円
を
支
給
し
ま

す
。
た
だ
し
、
支
払
い
月
は
7
月
、
10
月
、

1
月
、
4
月
の
年
4
回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
月

末
に
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

●
支
給
停
止

病
院
や
介
護
保
険
施
設
に
継

続
し
て
半
月
以
上
入
院
し
た
と
き
や
、
短

期
入
所
生
活
介
護
や
短
期
入
所
療
養
介
護

・
介
護
認
定
申
請
を
行
う
前
の
重
度
被
保
険

者
の
方
等

●
利
用
期
間

利
用
開
始
日
か
ら
60
日
以
内

と
し
、
30
日
を
1
か
月
の
扱
い
と
し
ま
す
。

●
利
用
料（
月
額
）

・
介
護
用
ベ
ッ
ド
　
1
1
0
0
円

・
車
椅
子
　
5
5
0
円

・
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
　
5
0
0
円

病
院
等
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
目
的

リ
フ
ト
付
き
車
両
に
よ
り
、
日
常

生
活
を
営
む
の
に
支
障
の
あ
る
在
宅
の
要

介
護
高
齢
者
に
対
し
、
交
通
不
便
の
解
消

お
よ
び
自
立
支
援
の
助
長
を
図
り
ま
す
。

●
利
用
対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
在

宅
の
介
護
保
険
被
保
険
者
で
、
要
介
護
に

認
定
さ
れ
た
方

●
移
送
範
囲
と
利
用
範
囲

移
送
範
囲
は
市

内
と
し
、
利
用
範
囲
は
、
病
院
の
通
院
・

入
退
院
で
の
利
用
と
し
ま
す
。

●
利
用
回
数

往
復
月
2
回
ま
で

●
移
送
方
法

家
族
の
い
る
利
用
者
は
、
原

則
と
し
て
利
用
者
単
独
の
利
用
と
せ
ず
、

家
族
の
方
に
同
乗
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

●
利
用
日
お
よ
び
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
4
時

30
分
ま
で

●
利
用
料

無
料

食
の
自
立
支
援
事
業

国
の
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

サ
ー
ビ
ス
内
容
が
、
次
の
と
お
り
変
更
に
な

り
ま
す
。

●
目
的

「
食
の
自
立
支
援
」と
し
て
地
域

支
援
事
業
に
位
置
づ
け
、
低
所
得
の
方
に

対
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

●
利
用
対
象
者

・
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

・
高
齢
者
世
帯
で
い
ず
れ
か
が
虚
弱
な
場
合

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
年
金
収
入
額
と

所
得
額
の
合
計
金
額
が
1
2
0
万
円
以
下

の
方

●
利
用
日
お
よ
び
回
数

月
・
水
・
木
・
金

の
昼
食
、
計
4
回

●
利
用
料

1
回
2
0
0
円

配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
食
の
自
立
支
援
事
業
の
実
施
に

よ
り
、
利
用
者
の
状
況
の
確
認
等
を
し
て
い

た
だ
く
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。協

力
し
て
頂
け
る
方
は
、
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
事
業
も
所
定
の
用
紙
に
よ
り
申

請
し
て
い
た
だ
き
、
市
で
内
容
審
査
の
う

え
、
適
否
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
新
年
度
事
業
に
よ
り
、
3
月
1
日（
水
）か

ら
市
役
所
窓
口
お
よ
び
各
支
所
で
申
請
受

付
を
開
始
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高
齢
者
介
護

担
当（
蕁
62
―

4
1
3
3
）

平
成
18
年
度
　
市
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
在
宅
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
、
ま
た
、
国
の
法
律
の
改
正
に
よ
り
平
成
18
年
4
月

か
ら
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
予
定
で
す
。
な
お
、
3
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
議
決
さ
れ
た

後
に
実
施
し
ま
す
。
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小
児
科
、
眼
科
、
内
科
そ
れ
ぞ

れ
の
常
勤
医
師
1
名
が
3
月
末
で

退
職
し
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
新
卒

医
師
に
対
す
る
臨
床
研
修
制
度
の

影
響
を
受
け
、
関
連
病
院
で
あ
る

山
梨
大
学
医
学
部
の
医
師
不
足
な

ど
か
ら
、
昨
年
の
4
月
以
降
の
常

勤
医
師
派
遣
の
見
通
し
が
つ
い
て

お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
当
院

も
各
科
医
師
確
保
に
つ
い
て
は
多

方
面
で
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
充

分
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

《
小
児
科
の
状
況
》

小
児
科
に
お
い
て
は
、
常
勤
医

師
1
名
で
平
日
の
外
来
を
担
当
し

て
い
ま
し
た
が
、
4
月
以
降
は
山

梨
大
学
等
の
非
常
勤
医
師
に
よ
っ

て
午
前
の
外
来
診
療
は
引
き
続
き

行
う
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
平
日

の
午
後
、
夜
間
、
土
・
日
・
祝
日

の
時
間
外
に
つ
い
て
は
救
急
の
診

療
対
応
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
月
1
回
の
小
児
科
神
経
外

来
も
3
月
末
で
終
了
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
乳
児
検
診
や
予
防

接
種
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
、

従
来
ど
お
り
対
応
す
る
予
定
で

す
。

《
眼
科
の
状
況
》

眼
科
に
お
い
て
は
、
4
月
以
降
、

こ
れ
ま
で
の
常
勤
医
師
に
よ
る
週

5
日
の
外
来
か
ら
、
非
常
勤
医
師

に
よ
る
月
・
水
・
木
曜
日
の
午
前

中
の
み
の
診
療
日
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
眼
科
手
術
は
当
分
休
止

に
な
り
ま
す
。

《
内
科
の
状
況
》

内
科
に
つ
い
て
は
、
現
在
常
勤

医
師
3
名
で
対
応
し
て
い
ま
し
た

が
、
4
月
以
降
は
2
名
と
な
り
、

外
来
診
療
や
検
査
な
ど
の
多
く
の

対
応
に
お
い
て
支
障
が
で
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
内
科
非
常
勤
医
師
の

派
遣
を
視
野
に
い
れ
て
、
内
科
診

療
に
つ
き
ま
し
て
も
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上
野
原
市
立
病
院
と
し
ま
し
て

は
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え

ら
れ
ま
す
よ
う
、
今
後
も
山
梨
大

学
医
学
部
並
び
に
他
の
大
学
な
ど

に
対
し
て
、
継
続
的
に
協
力
要
請

を
行
い
、
医
師
確
保
に
努
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
立
病
院
医
事

担
当（
蕁
62
│

5
1
2
1
）

上上
野野
原原
市市
立立
病病
院院
かか
らら
おお
知知
らら
せせ

医
師
の
確
保
が
待
た
れ
る
市
立
病
院

▲
宅
地
内
排
水
設
備
設
置

工
事
費
補
助
金

下
水
道
供
用
開
始
区
域
内
に
あ

る
既
存
建
築
物
に
対
し
て
、
下
水

道
の
供
用
開
始
か
ら
3
年
以
内

に
、
下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
の

宅
地
内
排
水
設
備
設
置
工
事
を
実

施
し
、
完
了
検
査
に
合
格
し
た
方

で
、
次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る

方
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
条
件

・
建
築
物
の
所
有
者
ま
た
は
当
該

所
有
者
の
同
意
を
得
た
当
該
建

築
物
の
使
用
者

・
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民

健
康
保
険
税
並
び
に
下
水
道
事

業
受
益
者
負
担
金
等
を
滞
納
し

て
い
な
い
方

・
開
発
区
域
等
の
下
水
道
施
設
先

行
埋
設
区
域
や
、
国
ま
た
は
地

方
公
共
団
体
が
公
用
に
供
し
て

い
る
建
築
物
等
お
よ
び
そ
の
企

業
の
用
に
供
し
て
い
る
建
築
物

等
で
、
受
益
者
負
担
金
が
減
免

さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く

●
補
助
対
象
工
事
費

・
水
洗
化
工
事
費

・
宅
地
内
排
水
設
備
工
事
費

・
井
戸
等
に
設
置
す
る
メ
ー

タ
ー
の
取
付
費

※
補
助
金
は
、
宅
地
内
排
水
設
備

設
置
工
事
費
の
2
分
の
1
で
、

最
高
限
度
額
は
10
万
円
で
す
。

●
補
助
金
申
請

補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
い
方

は
、
工
事
完
了
検
査
後
3
か
月

以
内
に
、
宅
地
内
排
水
設
備
設

置
工
事
費
補
助
金
交
付
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

○
添
付
書
類

・
納
税
証
明
書

・
宅
地
内
排
水
設
備
設
置
工
事
の

領
収
書

○
提
出
先

下
水
道
課
庶
務
担
当

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
庶
務

担
当（
蕁
62
―

3
1
4
5
）

下
水
道
の
は
な
し

下水道課からのお知らせ

平成18年4月1日、上野原市上水道事業
が東部地域広域水道企業団に統合されま
す。それに伴い、下水道使用料の納付方
法が話し合われてきましたが、現行どお
り水道料金といっしょに納付できること
が決まりました。さらに、郵便局やコン
ビニエンスストアでもお支払いが可能に
なりますのでご利用ください。
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《若者をねらう悪質商法》ＮＯ.2

●相談窓口 上野原警察署（蕁63―0110） 消費生活センター（蕁055―235―8455）
県民相談センター（蕁055―223―1366） 市役所生活環境課生活環境担当（蕁62―3114）

【アポイントメントセールス】●会員権、英会話教材、アクセサリー、ＤＶＤ教材など

電話などで販売目的を告げずに呼び出し、フ
ァミリーレストランなどで会います。話が弾
んだところで、商品やサービスなどを契約さ
せます。

電話やハガキをもらっても、
安易に出かけていかないこと！

限定でとってもいい会員権紹介してるの・・・！

A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）を
市
役
所
1
階
に
設
置
し
ま

し
た
。

《
A
E
D
と
は
？
》

心
室
細
動
を
起
こ
し
た
人
の
心

臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
心

臓
の
動
き
の
リ
ズ
ム
を
正
常
化
さ

せ
る
た
め
の
装
置
で
す
。

《
心
室
細
動
と
は
？
》

心
臓
の
筋
肉
が
規
則
正
し
く
収

縮
で
き
ず
細
か
く
震
え
（
細
動

し
）、
心
臓
が
血
液
を
送
り
出
す

ポ
ン
プ
と
し
て
の
役
割
を
し
て
い

な
い
状
態
で
す
。

《
除
細
動
の
重
要
性
》

心
室
細
動
が
起
こ
る
と
、
脳
に

血
液
が
届
か
ず
、
短
時
間
の
内
に

意
識
が
な
く
な
り
、
放
置
す
る
と

死
に
至
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
心

肺
蘇
生
法
（
気
道
確
保
、
人
口
呼

吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
と
と
も

に
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
加

え
る
「
除
細
動
」（「
細
動
」
を

「
除
く
」
と
い
う
意
味
）
を
早
期

に
行
う
こ
と
が
、
救
命
の
た
め
に

大
変
重
要
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
除
細
動
が
1
分
遅
れ
る

ご
と
に
、
生
存
率
が
約
10
％
低
下

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

《
一
般
の
人
の
A
E
D
操
作
》

日
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
医
療
資

格
を
持
た
な
い
一
般
の
人
が
、
除

細
動
を
行
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
平

成
16
年
7
月
に
規
制
が
緩
和
さ

れ
、
救
命
の
た
め
で
あ
れ
ば
一
般

の
人
で
も
A
E
D
を
用
い
て
除
細

動
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

A
E
D
は
、
使
用
時
に
救
助
者

が
ど
の
よ
う
な
手
順
を
と
る
べ
き

か
音
声
で
案
内
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
り
、
要
救
助
者
が
心
室
細

動
を
起
し
て
い
な
い
場
合
は
、
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
な
い
仕
組
み

に
な
っ
て
い
た
り
と
、
簡
単
に
操

作
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
心
肺
蘇
生
法
と
の

組
み
合
わ
せ
や
、
救
命
の
現
場
に

居
合
わ
せ
た
人
と
の
連
携
な
ど
も

重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。

《
講
習
会
》

A
E
D
を
自
信
を
持
っ
て
操
作

す
る
に
は
、
講
習
に
よ
る
知
識
が

重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
消
防

本
部
で
は
、
講
習
用
A
E
D
を
備

え
て
い
ま
す
の
で
、
講
習
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
消
防
本
部
消
防

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
A
E
D
設
置
状
況
》

現
在
、
市
内
の
公
共
施
設
で
は
、

市
役
所
1
階
に
1
台
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
署
で
は
、

全
救
急
車
と
指
令
車
に
合
計
5
台

が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
総
務
防

災
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
7
）ま

た
は
消
防
本
部
消
防
課
警
防
救

急
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

A
E
D
を
設
置
し
ま
し
た

市
民
課
窓
口
に
設
置
さ
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ

▲
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体
を
動
か
し
て
い
ま
す
か

今
年
は
例
年
に
比
べ
、
寒
さ
が

厳
し
く
、
そ
の
た
め
に
じ
っ
と
し

て
い
た
り
、
外
出
を
控
え
て
し
ま

っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
食
べ

る
こ
と
は
欠
か
さ
ず
し
て
い
る
の

に
、
寒
い
と
じ
っ
と
し
て
い
て
、

ど
う
し
て
も
体
重
が
増
え
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー

よ
り
も
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少
な

い
た
め
に
太
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

《
上
野
原
市
の総

合
健
診
の
状
況
》

総
合
健
診
の
健
診
結
果
か
ら
、

上
野
原
市
の
特
徴
と
し
て
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
い
、
体
脂
肪
が

多
い
、
肥
満
が
順
に
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
総
合
健
診
の
と
き
に

伺
っ
た
問
診
の
中
で
、「
運
動
不

足
を
感
じ
て
い
ま
す
か
」
と
い
う

項
目
で
は
、
図
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

運
動
不
足
と
感
じ
て
い
る
割
合

は
69
・
1
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
多

く
の
健
診
受
診
者
が
健
康
上
の
課

題
を
持
ち
、
運
動
不
足
と
感
じ
て

い
ま
す
。

《
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
》

適
正
体
重
に
し
、
良
い
健
康
状

態
で
い
る
た
め
に
は
、
運
動
を
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
と
は
い
っ
て
も
、

ジ
ム
に
通
う
と
か
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

す
る
と
か
、
特
別
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
新
し
い
運
動
指
針
で

は
、
運
動
の
種
類
を
有
酸
素
運
動

（
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
自
転
車
こ
ぎ
な

ど
）に
限
定
せ
ず
、
日
常
生
活
に

お
け
る
散
歩
や
買
い
物
、
庭
仕
事

な
ど
も
広
い
意
味
で
運
動
と
と
ら

え
て
い
ま
す
。
今
ま
で
よ
り
、
1

日
あ
た
り
10
分
ず
つ
3
日
に
分
け

て
30
分
以
上
な
ら
Ｏ
Ｋ
と
し

て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
車
に
乗

っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
歩
い
た

り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
を
や
め
て

階
段
に
し
た
り
、
家
で
ご
ろ

ご
ろ
し
て
い
る
時
間
を
散
歩

に
あ
て
た
り
と
、
日
常
生
活

の
中
で
も
十
分
運
動
は
で
き

ま
す
。

取
り
組
み
や
す
い
比
較
的

弱
い
運
動
か
ら
は
じ
め
、
慣

れ
て
き
た
ら
運
動
強
度
や
頻

度
を
徐
々
に
増
や
し
て
い
く

と
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

軽
い
ダ
ン
ベ
ル
を
使
っ
た
筋

肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
う
ま
く

組
み
合
わ
せ
る
と
筋
肉
を
維
持
、

増
加
す
る
の
に
効
果
が
あ
る
だ
け

で
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し

や
す
く
な
り
、
運
動
効
果
が
維
持

で
き
ま
す
。

《
健
康
の
た
め
に
》

健
康
の
た
め
に
「
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
」
と
「
適
度
な
運
動
」

と
い
う
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と

で
す
が
、
身
近
な
日
常
の
中
で
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
、

意
識
し
て
身
体
を
動
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
近
所
の
方
と
、

友
だ
ち
と
、
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
べ

り
す
る
よ
う
な
つ
も
り
で
は
じ
め

の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
（
大
月
保
健
所
）

大
月
市
大
月
町
花
咲
1
6
0
8
―
3
（
蕁
22
│

7
8
2
4
）

大
月
保
健
所
と
吉
田
保
健
所

が
統
合
さ
れ
ま
す

平
成
18
年
4
月
1
日
か
ら
、
県

の
組
織
再
編
に
伴
い
、
富
士
北

麓
・
東
部
地
域
振
興
局
が
廃
止
さ

れ
る
と
と
も
に
、
健
康
福
祉
部

（
大
月
保
健
所
）と
吉
田
保
健
所
が

統
合
し
て
、
新
た
に『
富
士
・
東

部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東

部
保
健
所
）』が
富
士
吉
田
合
同
庁

舎
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

県
内
の
他
の
保
健
所
も
統
廃
合

に
よ
る
再
編
が
行
わ
れ
、
甲
府
保

健
所
、
韮
崎
保
健
所
、
小
笠
原
保

健
所
が
統
合
し
て
、
新
た
に『
中

北
保
健
所
』が
甲
府
保
健
所
合
同

庁
舎
等
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

石
和
保
健
所
、
日
下
部
保
健
所

も
統
合
し
て
、
新
た
に『
峡
東
保

健
所
』が
東
山
梨
合
同
庁
舎
に
設

置
さ
れ
ま
す
。

身
延
保
健
所
は
、
単
独
で
南
巨

摩
合
同
庁
舎
に『
峡
南
保
健
所
』

と
し
て
再
編
成
さ
れ
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
保
健
所
業
務
は
新

た
な
事
務
所
に
引
き
継
が
れ
ま
す

が
、
一
般
健
康
相
談（
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
健
康
診
断
書
の
発
行
）は
廃

止
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
申
請
・
届
出
・
相
談
な

ど
の
窓
口
業
務
に
も
ご
不
便
を
お

か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

富
士
・
東
部
保
健
所
で
は
、
み
な

さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な

い
よ
う
に
、
北
都
留
合
同
庁
舎
で

の
定
期
的
な
出
張
相
談
や
出
張
受

付
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務

所
》（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

●
住
所

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1

―

2
―

5

●
電
話

0
5
5
5
―

24
―

9
0
3

2（
代
）

《
新
た
な
組
織
体
制
》

◎
福
祉
課

児
童
、
障
害
、
生
活

保
護
等
福
祉
関
係
業
務

◎
長
寿
介
護
課

介
護
保
険
等
、

高
齢
化
社
会
対
策
関
係
業
務

◎
衛
生
課

食
品
、
生
活
、
薬
事

等
衛
生
関
係
業
務

◎
地
域
保
健
課

健
康
づ
く
り
、

感
染
症
予
防
等
保
健
関
係
業
務

◎
健
康
支
援
課

母
子
保
健
、
難

病
対
策
等
健
康
支
援
関
係
業
務

伝
　
　
言
　
　
板

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

秋山西原棡原上野原島田大鶴巌甲東大目市全体

62.578.472.271.568.461.867.166.778.969.1

図　運動不足を感じる人の割合（単位：％）



3 問い合わせ
子育て支援担当
電話 62-3115
保健担当
電話 62-4134
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★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日を除く）

午前9：00～11：00
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）

★乳幼児健診（3/1～3/31までの予定）
《上野原会場》

◎受付時間 午後1：00～1：20
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※対象児にはお知らせを郵送します。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気に
なる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 3月27日（月）予約制になります。
◎スタッフ　心理相談員・保健師
◎対　　象　市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者
※電話でお申し込みください。

★麻しん（はしか）および風しん予防接種
予防接種法施行令の改正により、平成18年4月1

日から、麻しんと風しんの予防接種の受け方が変
わります。
風しんと麻しんの予防接種の対象者（生後12か

月～90か月未満）であって、まだ、予防接種を受
けていないお子さんは、医師と相談して平成18年3
月31日までに受けることをお勧めします。
平成18年4月1日以降は任意接種となります。

★１日人間ドック（働きざかり花の実年検診）
◎対 象 者 市内に住民票のある35歳以上の方

（今年度中に35歳になる方も含む）
◎場　　所 ①市立病院 ②ＪＡ厚生連（甲府市）
◎検 診 日 ①毎週木曜日②ＪＡ厚生連へ直接お問

い合わせください。
◎検 診 料 自己負担金 男性8,000円

（昼食代含む） 女性8,600円
◎申込み先　①市立病院（蕁62－5121）

②山梨県厚生連健康管理センター
（蕁0120－28－5592）

※オプション検査もありますので、詳細は各施設
へお問い合わせください。

※今年度中に45歳・55歳・60歳・65歳になる女性
の方は乳がん検診（マンモグラフィ検査、自己
負担金700円）を受診するようにしてください。

※4月1日からしばらくの間、上野原市立病院の都
合により、人間ドックの受け入れができなくな
る可能性がありますのでご了承ください。詳し
くは上野原市立病院にお問い合わせください。

★健康相談（3/1～3/31までの予定）
《血糖が気になる人の健康相談》

《すこやか健康相談》

◎対 象 者 市内にお住まいの方
◎持 ち 物 健康手帳（持っていない方には当日交付します。）

筆記用具
◎内　　容　血圧測定・血糖測定、尿検査等
○血糖健康相談 糖尿病予防のための日常生活の

過ごし方や健康相談
○すこやか健康相談 体脂肪測定
※秋山地区の健康相談では、母子健康手帳交付、
妊婦・乳幼児相談も行います。

★健診の名称と年齢区分変更のお知らせ
秋山会場で実施していた「住民健診」と上野原

会場で実施していた「総合健診」が、平成18年度
から名称が変更され、対象年齢も区分されます。
◎対象年齢20～65歳までの市民

↓
生活習慣病予防健診

◎対象年齢66歳以上の市民
↓

介護予防健診
※介護予防健診では、新しく介護予防に関する検
査項目が追加されます。

※詳細は、回覧や保健事業のご案内をご覧くださ
い。

保健担当保健担当

持　ち　物
母子健康手帳
バスタオル・問診票
母子健康手帳
バスタオル・問診票
母子健康手帳
歯ブラシ・問診票
母子健康手帳・歯ブラシ
コップ・問診票・早朝尿

母子健康手帳
歯ブラシ・問診票

3～4
か月児
9～10
か月児
1 歳
6か月児

3 歳 児

2 歳 児
歯科健診

該当児
平成17年
11月生
平成17年
5月生
平成16年
8月生
平成14年
12月生
平成16年
1月下旬
生・2月生

実施日
3月28日
（火）
3月1日
（水）
3月10日
（金）
3月15日
（水）

3月7日
（火）

実施日
3月 2日（木）
3月 7日（火）
3月15日（水）
3月22日（水）

時　　　間
午後 1：30～ 3：30
午後 2：00～ 3：30
午後 1：30～ 3：30
午後 1：30～ 3：30

場　　　所
ふるさと長寿館
秋 山 公 民 館
ＪＡクレイン大鶴支店
巌 支 所

実施日
3月 8日（水）

時　　　間
午後 1：30～ 3：30

場　　　所
保健センター



て
い
ま
す
。
親
子
が
安
心
し
て
遊

べ
る
場
所
、
情
報
交
換
の
場
所
と

し
て
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時

3
月
8
日（
水
）・
22
日

（
水
）午
前
9
時
〜
正
午

●
利
用
方
法

希
望
者
は
あ
ら
か

じ
め
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

な
お
、
一
度
申
し
込
み
を
さ
れ

た
方
は
、
再
度
申
し
込
む
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
5
名

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
行
う
ス
ポ
ー

ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
等
に
最
適
な
保
険
で

す
。な

お
、
下
表
の
保
険
以
外
に
も

「
大
人
の
団
体
保
険
」
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
険
内
容
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
体
育
協
会
事
務
局
等
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

体
育
協
会
事
務
局（
蕁
62
│

3
4

0
9
）

財
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

山
梨
県
支
部（
蕁
0
5
5
│

2
4

3
│

3
9
2
0
）

な
お
、
電
話（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画

課
企
画
調
整
担
当（
蕁
62
│

3
1

1
8
）

固
定
資
産
税

課
税
台
帳
の
縦
覧

平
成
18
年
度
固
定
資
産
税
課
税

台
帳
の
縦
覧
を
、
4
月
3
日（
月
）

〜
5
月
31
日（
水
）ま
で
の
開
庁
時

間
中
に
市
役
所
税
務
課
で
行
い
ま

す
。た

だ
し
、
縦
覧
で
き
る
方
は
、

納
税
者
、
納
税
者
の
同
意
ま
た
は

委
任
を
受
け
た
方
、
納
税
管
理
人
、

納
税
者
と
の
同
居
の
親
族
の
方
に

限
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担

当（
蕁
62
│

3
1
1
3
）

特
定
農
地
貸
付
法
に
基
づ
く

農
園
の
耕
作
者
を
募
集
し
ま

す
市
で
は
、
遊
休
農
地
の
解
消
対

策
と
し
て
、
農
園
を
開
設
し
、
そ

の
農
地
の
耕
作
者
を
募
集
し
ま

す
。こ

の
農
園
は
、
特
定
農
地
貸
付

法
に
基
づ
き
開
設
さ
れ
、
土
地
所

有
者
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

広
報
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

広
報
紙
づ
く
り
等
の
相
談
役
に
な

っ
て
い
た
だ
き
、
身
近
な
地
域
情

報
を
広
報
紙
等
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
平
成
18
・
19
年
度
の
広
報
モ

ニ
タ
ー
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

●
募
集
人
員

20
人（
上
野
原
地

区
・
秋
山
地
区
3
人
、
他
の
地

区
各
2
人
）

●
募
集
期
間

3
月
6
日（
月
）

〜
17
日（
金
）

●
応
募
資
格

20
歳
以
上
の
市
内

在
住
者（
た
だ
し
、
国
・
地
方

公
共
団
体
の
議
会
議
員
、
常
勤

の
国
家
・
地
方
公
務
員
を
除
き

ま
す
。）

●
応
募
方
法

は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
職
業
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
企
画
課
企

画
調
整
担
当（
〒
4
0
9
│

0
1

9
2

上
野
原
3
8
3
2
）ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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C

AC

1,500円4,000円3,000万円2,000万円1,500円

1,000円2,500円1,500万円1,000万円1,000円

対象とな

りません

上記補償に身体・財物賠
償　合算で
1事故500万円を加算

500円

2,000円

1,000円

5,000円

150万円

3,150万円2,100万円団体活動中とそ
の往復中※

1,050円
100万円上記以外の個人練

習、個人活動※

AW
子ども
ワイド

・中学生以下の子ども

対象範囲加入区分

・中学生以下の子ども
・スポーツ活動を行わない
大人（高校生以上）

3,000万円 4,000円 1,500円
身体賠償 1人 1億円

1事故 5億円
財物賠償1事故500万円
（各免責1,000円）

突然死
（急性心不全・

脳内出血等）

160万円

掛金
（1人年額）

傷害保険
死亡 後遺障害（最高）入院（日額）通院（日額）

賠償責任保険
（支払限度額）

共済
見舞金団体

子
ど
も
の
団
体

身体・財物賠償　合算で
1事故500万円
（免責1,000円）

・Ａ、ＡＷ（子どもワイド）の子ど
もの指導・支援として一緒
にスポーツ活動を行う大人
（高校生以上）

身体賠償 1人 1億円
1事故 5億円

財物賠償1事故500万円
（各免責1,000円）

突然死
（急性心不全・

脳内出血等）

160万円

A
団体活動中と
その往復中
※

団体活動中と
その往復中
※

500円 2,000万円

※
学
校
管
理
下
を
除
き
ま
す
。

★
5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。

★
保
険
期
間
は
、
平
成
18
年
4
月
1
日

か
ら
翌
年
3
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。

●
場
所

上
野
原
市
上
野
原
5
2

2
1
│

1（
新
井
区
）

●
募
集
人
数
・
区
画
　
3
人
　
3

区
画（
約
100
㎡
）

●
募
集
期
間

3
月
1
日（
水
）〜

20
日（
月
）

●
利
用
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
産
業
振

興
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
9
）

春
祭
り
を
開
催
し
ま
す

（
財
）三
生
会
病
院
で
は
、
山
梨

県
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
と
し
て
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
図
る
た

め
、
春
祭
り
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

●
日
時
　
3
月
29
日（
水
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時
30
分
（
雨
天
の

場
合
は
、
順
延
）

●
場
所

三
生
会
病
院
グ
ラ
ウ
ン

ド
●
内
容

各
種
イ
ベ
ン
ト
・
模
擬

店（
無
料
）な
ど

●
問
い
合
わ
せ

（
財
）三
生
会
病

院（
蕁
62
―

3
3
5
5
）

3
月
の
「
子
育
て
プ
レ
イ

ル
ー
ム
」
の
お
知
ら
せ

市
教
育
委
員
会
で
は
月
2
回
も

み
じ
ホ
ー
ル
の
一
室
を「
子
育
て

プ
レ
イ
ル
ー
ム
」と
し
て
開
放
し



1
5
）

西
原
の
山
、
川
、
地
名
、

旧
跡
の
調
査
研
究
発
表
会
・

学
習
会
を
開
催
し
ま
す

西
原
中
学
校
で
は
、
郷
土
西
原

を
探
求
し
た
成
果
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
発
表
会
・
学
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

西
原
地
区
の
約
500
か
所
以
上
に

つ
い
て
、
地
区
の
み
な
さ
ん
か
ら

聞
き
取
り
調
査
し
、
可
能
な
も
の

を
現
地
調
査
し
ま
し
た
。
郷
土
の

学
習
に
興
味
の
あ
る
方
な
ど
、
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

囲
碁
部
、
大
正
琴
部
、
カ
ラ
オ
ケ

部
、
郷
土
史
部
、
童
謡
を
歌
う
会

な
ど
の
16
部
門
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
内
で
音
楽
、
囲
碁
、

朗
読
、
刺
繍
、
盆
栽
、
民
謡
、
詩

吟
な
ど
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
の
入

会
も
歓
迎
し
ま
す
。

●
入
会
受
付
期
間

3
月
10
日（
金
）
〜
4
月
10
日

（
月
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

障
害
保
健
福
祉
か
ら

お
知
ら
せ

《
精
神
通
院
医
療
費
公
費
負
担
制

度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ
》

精
神
通
院
医
療
費
公
費
負
担
制

度
は
、
平
成
18
年
4
月
1
日
か
ら
、

新
し
く
自
立
支
援
医
療
費
制
度
に

変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
現

在
通
院
公
費
負
担
を
利
用
し
て
い

る
方
は
、
3
月
中
に
新
し
い
制
度

へ
の
移
行
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、

提
出
書
類
を
確
認
の
う
え
、
申
請

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
提
出
書
類

・
自
立
支
援
医
療
費
支
給
認
定
申

請
書

・
保
険
証
の
写
し（
本
人
お
よ
び

家
族
の
も
の
が
必
要
で
す
。）

・
所
得
等
の
調
査
に
つ
い
て
の
同

意
書

・
現
在
の
患
者
票

※
状
況
に
よ
り
、
他
の
書
類
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
年
金
や
障
害
者
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
は
受
給
額
が
わ
か
る

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

《
知
的
障
害
者
通
所
授
産

施
設
を
利
用
さ
れ
る
方
へ
》

知
的
障
害
者
の
方
の
通
所
授
産

施
設「
わ
か
あ
ゆ
工
房
」が
、
平
成

18
年
4
月
か
ら
上
野
原
地
区
に
開

設
さ
れ
ま
す
。
こ
の
施
設
を
利
用

す
る
際
は
、
事
前
に
申
請
手
続
き

が
必
要
で
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
、
提
出
書
類
を
確
認
の
う
え

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
提
出
書
類

・
施
設
訓
練
等
支
援
費
支
給
申
請

書
・
世
帯
状
況
・
収
入
・
資
産
等
申

告
書

・
年
金
や
障
害
者
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、
受
給
額
の
わ
か

る
も
の

・
状
況
に
よ
り
他
の
書
類（
課
税

証
明
書
等
）が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉

課
障
害
福
祉
担
当（
蕁
62
│

3
1

文
化
協
会
に

入
会
し
ま
せ
ん
か

市
文
化
協
会
で
は
、
暮
ら
し
の

豊
か
さ
だ
け
で
な
く
心
の
豊
か
さ

を
求
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

18
年
度
か
ら
、
秋
山
文
化
協
会

と
合
併
し
、
分
野
の
レ
パ
ー
ト
リ

ー
を
増
や
し
て
、
市
民
の
さ
ま
ざ

ま
な
文
化
活
動
の
受
け
皿
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

現
在
、
華
道
、
芸
能
、
コ
ー
ラ

ス
、
茶
道
、
将
棋
、
書
道
、
吹
奏

楽
、
箏
曲
、
第
2
芸
能
、
美
術

（
絵
画
、
水
墨
画
、
組
紐
、
写
真
、

彫
刻
、
草
木
染
め
、
コ
ラ
ッ
ト
な

ど
）、
文
芸（
俳
句
、
短
歌
な
ど
）、

さ
い
。

●
日
時
　
3
月
10
日（
金
）午
後
1

時
30
分
〜（
入
場
無
料
）

●
場
所
　
も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

○
生
徒
の
調
査
研
究
発
表

西
原

の
山
、
滝
、
淵
、
地
名
、
旧
跡

等
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
の
成

果
等
を
映
像
等
に
よ
り
発
表

○
昔
の
西
原
に
つ
い
て
の
話
　
長

田
菊
男
氏（
西
原
地
区
初
戸
区

在
住
）に
よ
る「
昔
の
西
原
の
様

子
、
西
原
に
残
る
太
平
洋
戦
争

の
跡
等
」に
つ
い
て
の
話

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

西
原

中
学
校
（
蕁
68
│

2
0
1
1
）
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区　　　分 日　　　時 場　　所

子供の心配ごと相談

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

子供のいじめ相談

行 政 相 談 所

ハローワーク出張相談

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

9日・23日 市老人福祉センター

市老人福祉センター
63-3444

奈良貞夫さん宅
63-1029

もみじホール相談室

もみじホール
会議室１

町商工会

織物工業協同組合

午前  10：30 ～ 午後 4：00
毎週月・木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
10日
午前 10：00 ～ 　　正　午
毎日
午後 6：00 ～ 午後 9：00

9日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月曜日 ～ 木曜日
　　　　　　　　（祝日を除く）
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 
午前 9：00 ～ 午後 4：00

3月の相談日

63-5700
0120-28-7830

午前 10：00 ～ 午後 3：00
7日・20日

20日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

もみじホール
3階和室

市役所会議室A
秋山公民館

献血にご協力をお願いします
◎実施日および実施場所
・3月26日（日）山梨信用金庫しおつ支店駐車場
・3月31日（金）上野原市役所センタープラザ
◎時　間　各日　午前10：00～正午

午後 1：00～3：00
◎内　容　200ml、400ml、成分献血
※26日の協力団体は、市消防団巌分団です。問い
合わせは巌分団事務局市役所巌支所（蕁62－4105）
●問い合わせ　長寿健康課保健担当（蕁62－4134）



2
2
0
│

2
0
8
7
）

大
月
税
務
署
か
ら

お
知
ら
せ

《
申
告
書
の
提
出
は
お
早
め
に
》

申
告
書
は
ご
自
分
で
書
い
て
、

提
出
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。

●
所
得
税
お
よ
び
贈
与
税
の
申

告
・
納
税
期
限
は
3
月
15
日

（
水
）で
す
。

●
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
申
告
・
納
税
期

限
は
3
月
31
日（
金
）で
す
。

確
定
申
告
書
で
計
算
さ
れ
た
納

税
額
を
各
納
税
期
限
ま
で
に
お
近

く
の
金
融
機
関
等
の
窓
口
に
用
意

し
て
あ
る
納
付
書
で
納
税
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
振
替
納
税
を
ご
利
用
の

方
は
、
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
4

月
20
日（
木
）、
個
人
事
業
者
の
消

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
に
つ
い

て
は
、
4
月
27
日（
木
）に
ご
指
定

の
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

《
納
税
に
は
口
座
振
替
を
》

所
得
税
・
個
人
事
業
者
の
消
費

税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
納
税
に

は
、
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

金
融
機
関
等
の
預
貯
金
口
座

（
郵
便
局
も
利
用
で
き
ま
す
。）か

（
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

は
休
み
に
な
り
ま
す
。）

※
土
曜
日
は
、
求
人
検
索
、
職
業

紹
介
の
業
務
は
取
り
扱
っ
て
い

ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
　
県
民
情
報
プ
ラ

ザ
1
階
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な

し（
蕁
0
5
5
│

2
3
3
│

4
5

1
0
）甲
府
市
丸
の
内
1
―

8
―

5

http://job.pref.yam
anashi.jp

/jobcafe/
刑
務
所
作
業
製
品
展
示

即
売
会
を
開
催
し
ま
す

（
財
）矯
正
協
会
刑
務
作
業
協
力

事
業
部
で
は
、
次
の
と
お
り
刑
務

所
作
業
製
品
展
示
即
売
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時

3
月
18
日（
土
）・
19
日

（
日
）午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4

時
ま
で（
19
日
は
午
後
3
時
ま

で
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

整
理
タ
ン
ス
・
チ
ェ
ス

ト
等
の
家
具
類
・
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
・
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
ド
・
和

紙
便
せ
ん
・
和
紙
封
筒
・
お
り

が
み
・
そ
ば
が
ら
枕
・
革
座
布

団
・
み
そ
、
し
ょ
う
ゆ
等
の
刑

務
所
作
業
製
品
の
展
示
即
売

●
問
い
合
わ
せ

（
財
）矯
正
協
会

甲
府
地
方
事
務
所（
蕁
0
5
5
│
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な

課題や市民のみなさんの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしてい
ますので、どうぞお気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はおお

むね20分とします。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課企画調整担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

3月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」
は、3月28日（火）午前9時から11時です。

ら
振
替
に
よ
り
納
税
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
手
間
を
省
け
ま

す
。ま

た
、
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
な
り
、

大
変
便
利
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
口

座
振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま

す
。新

た
に
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
申
告
期
限
ま
で
に
預
貯

金
先
の
金
融
機
関
等
、
ま
た
は
、

税
務
署
に「
納
付
書
送
付
依
頼

書
・
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
は
、
申
告
期

限
ま
で
に「
申
告
書
」お
よ
び「
納

付
書
送
付
依
頼
書
・
預
貯
金
口
座

振
替
依
頼
書
」を
提
出
さ
れ
た
場

合
に
限
り
、
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

大
月
税
務
署

（
蕁
22
│

3
1
5
3
）

市
職
員
の
人
事
異
動

2
月
1
日
付
け
で
、
市
職
員
の

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（（

）
内
は
旧
所
属
）

〈
配
置
換
え
〉

▼
市
民
課
主
査（
総
務
課
）原
田

み
つ
子

就
職
の
た
め
の

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し
」

を
開
設
し
ま
し
た

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し
と

は
、
若
者
の
就
職
を
さ
ま
ざ
ま
な

面
か
ら
応
援
す
る
た
め
、
県
が
山

梨
労
働
局
等
と
連
携
し
て
県
民
情

報
プ
ラ
ザ
に
設
置
し
た「
若
者
の

た
め
の
」ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
す
。

こ
こ
に
来
れ
ば
、
就
職
活
動
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
ト
ー
タ
ル
に

受
け
ら
れ
、
就
職
へ
の
不
安
が
解

消
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
利
用
対
象
者
　
概
ね
、
15
歳
〜

34
歳
ま
で
の
学
生
、
仕
事
を
探

し
て
い
る
方
、
転
職
を
考
え
て

い
る
方
等

●
利
用
時
間

平
日
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
６
時

土
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
5
時



点
、
お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
等

が
あ
る
と
き
は
、
法
務
局
の
職
員

が
お
答
え
す
る
相
談
所
を
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
、
事
前
の

予
約
等
特
別
な
手
続
き
も
不
要
で

す
。

●
日
時

3
月
5
日（
日
）午
前
9

時
〜
午
後
3
時
30
分

●
場
所

甲
府
地
方
法
務
局
4
階

会
議
室（
甲
府
市
北
口
1
丁
目

2
番
19
号
）

●
相
談
内
容
　

・
土
地
や
建
物
、
会
社
な
ど
の
登

記
の
手
続
き
、
土
地
の
境
界
に

関
す
る
こ
と

・
相
続
問
題
、
遺
言
な
ど
に
関
す

る
こ
と

・
お
年
寄
り
の
財
産
な
ど
を
守
る

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
こ
と

・
婚
姻
、
離
婚
、
親
権
、
扶
養
等

に
関
す
る
こ
と

・
帰
化
な
ど
国
籍
に
関
す
る
こ
と

・
地
代
、
家
賃
の
支
払
い
な
ど
借

地
・
借
家
に
関
す
る
こ
と

・
児
童
・
生
徒
の「
い
じ
め
」、

「
体
罰
」に
関
す
る
こ
と

・
あ
ら
ぬ
噂
や
中
傷
な
ど
名
誉
・

信
用
に
関
す
る
こ
と
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
地
方
法
務

局（
蕁
0
5
5
―

2
5
2
―

7
1

5
3
）

http://info.m
oj.go.jp
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

※
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
常

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
相
談
期
間
中
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
立
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ

と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

雨
宮
・
金
子（
蕁
0
5
5
3
―

22

―

1
3
7
8

蕭
0
5
5
3
―

22

―

6
4
1
9
）

E:m
ail:sodan@

rogako.kai.ed.jp

春
の
E
y
e
愛
ひ
と
み

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

お
子
さ
ま
の
見
え
方
に
つ
い
て

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ

れ
て
か
ら
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん

で
い
る
方
、
視
覚
に
問
題
が
あ
る

子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る

先
生
な
ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩
み

の
方
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時

3
月
18
日（
土
）・
19
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
3
時
ま

で
●
場
所

山
梨
県
立
盲
学
校
六
星

館（
甲
府
市
下
飯
田
2
│

10
│

2
）

●
相
談
費
用

無
料

●
申
し
込
み
方
法

前
日
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
受
付
時
間

平
日
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
立
盲
学

校
視
覚
障
害
教
育
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
白
倉
・
中
村（
の
）

（
蕁
0
5
5
―

2
2
6
―

3
3
6

1

蕭
0
5
5
―

2
2
6
―

3
3

6
2
）

法
務
局
な
ん
で
も

無
料
相
談
所
の
お
知
ら
せ

法
務
局
で
は
、
登
記
、
戸
籍
、

供
託
、
訟
務
お
よ
び
人
権
に
関
す

る
事
務
等
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の

生
活
に
深
く
関
係
す
る
事
務
を
取

扱
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
関
す
る
こ
と
で
、
疑

問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
不
明
な

「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」の

相
談
会
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
立
ろ
う
学
校
で
は
、
春

休
み
子
ど
も
の「
き
こ
え
」と「
こ

と
ば
」の
相
談
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

お
子
さ
ま
の「
き
こ
え
」「
こ
と

ば
」に
つ
い
て
少
し
で
も
不
安
の

あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
専
門
の
教
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

※
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
、
ろ
う
学
校
入
学
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
時

3
月
19
日（
日
）・
20
日

（
月
）の
2
日
間
　
午
前
9
時
〜

午
後
5
時

●
場
所

山
梨
県
立
ろ
う
学
校

（
山
梨
市
大
野
1
0
0
9
）

●
対
象
児

0
歳
児
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。

●
相
談
内
容

①
お
子
さ
ま
の「
き
こ
え
」と「
こ

と
ば
」に
関
す
る
悩
み
相
談

②「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ

り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス（
育
児
相

談
）

③
聴
力
測
定

④
補
聴
器
調
整

●
費
用

無
料

●
申
込
み
方
法

予
約
制
で
す
の

で
、
事
前
に
電
話
ま
た
は
F
A

X
で
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

広報うえのはら・あきやま
の縮刷版を販売します

市では、旧町村のあゆみや出来事がぎっしり
つまった旧上野原町の広報うえのはらと旧秋山
村の広報あきやまの縮刷版を作成しました。
昨年の広報うえのはら8月号で予約を受け付け

ましたが、まだ、残部数がありますのでご希望
の方はお求めください。
《広報うえのはら縮刷版》
●内容　昭和54年1月号（281号）～平成17年2月号

（613号）2巻に分かれています。
●販売価格　7,000円
《広報あきやま縮刷版》
●内容・昭和26年7月号（1号）～平成17年2月号

（162号）
●販売価格　5,000円
※電子ファイル版（パソコン等で見るＰＤＦファ
イル）も現在作成中です。完成しだい広報へ掲
載します。

●問い合わせ 企画課企画調整担当（蕁62－3118）

完
成
し
た
縮
刷
版

▲
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書
道
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

1
月
20
日
、
北
都
留
青
色
申
告

宣
言
の
街
推
進
委
員
会
で
は
、

「
租
税
知
識
と
青
色
申
告
制
度
推

進
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
会

を
行
い
、
多
数
の
応
募
の
中
か
ら

金
賞
3
名
、
銀
賞
5
名
、
銅
賞
9

名
、
佳
作
24
名
の
入
選
者
を
決
定

し
ま
し
た
。
上
野
原
市
の
金
賞
、

銀
賞
、
銅
賞
の
入
選
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
金
賞
】

▼
大
月
税
務
署
長
賞

・
奈
良
遼
（
巌
中
）

▼
山
梨
県
総
合
県
税
事
務
所
長
賞

・
大
橋
武
丸
（
巌
中
）

▼
青
色
推
進
委
員
長
賞

・
奈
良
千
絵
梨
（
上
野
原
中
）

【
銀
賞
】

▼
上
野
原
町
商
工
会
会
長
賞

・
宮
川
謙
太
朗
（
上
野
原
中
）

▼
秋
山
村
商
工
会
会
長
賞

・
小
俣
華
子
（
秋
山
中
）

▼（
社
）大
月
青
色
申
告
会
上
野
原

支
部
長
賞

・
小
俣
梨
子
（
平
和
中
）

【
銅
賞
】

中
村
優
貴
子（
平
和
中
）・
水
越

千
尋（
巌
中
）・
佐
藤
諒
平（
島

田
中
）・
上
條
未
来（
上
野
原

中
）
・
吉
村
茉
里
子
（
棡
原

中
）
・
城
戸
さ
お
り
（
棡
原

中
）
・
阿
部
惠
里
花
（
西
原

中
）・
佐
藤
真
美（
秋
山
中
）

自
動
車
の
登
録
は
正
し
く

自
動
車
税（
県
税
）の
納
税
通
知

書
は
、
毎
年
4
月
1
日
現
在
で
、

山
梨
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い

る
所
有
者（
割
賦
販
売
の
場
合
は

使
用
者
）の
住
所
に
送
付
さ
れ
ま

す
。
自
動
車
税
に
関
わ
る
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぐ
た
め
、
自
動
車
の
登
録

は
正
し
く
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
移
転
登
録

売
買
な
ど
に
よ
っ

て
自
動
車
所
有
者
な
ど
を
変
更

し
た
場
合
に
行
い
ま
す
。
移
転

登
録
を
し
な
い
と
、
自
動
車
税

の
納
税
通
知
書
は
、
元
の
所
有

者（
使
用
者
）に
送
付
さ
れ
ま
す
。

●
変
更
登
録

転
勤
・
引
っ
越
し

な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合

に
行
い
ま
す
。
変
更
登
録
を
し

な
い
と
、
自
動
車
税
の
納
税
通

知
書
は
、
引
っ
越
し
前
の
住
所

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
山

梨
運
輸
支
局（
蕁
0
5
0
│

5
5

4
0
│

2
0
3
9
）自
動
車
の
登

録
・
自
動
車
重
量
税
に
関
す
る

こ
と
、
ま
た
は
、
県
自
動
車
税

事
務
所（
蕁
0
5
5
│

2
6
2
│

4
6
6
2
）自
動
車
税
、
自
動

車
取
得
税
に
関
す
る
こ
と

このほど、上野原市と大月市にまたが
る東京電力の八ツ沢発電所施設が、国の
重要文化財に指定されました。
八ツ沢発電所施設は、桂川にほぼ平行

して東西に延びる水路式発電施設で、大
月市駒橋の取水口施設から上野原市の大
野調整池を経て、八ツ沢発電所まで約14
㎞の範囲にわたります。
この施設は、明治43年に建設が着工さ

れ、大正3年の大野調整池の完成をもっ
て全体が竣工しました。大規模な調整池
を有する我が国最初期の本格的水力発電
所施設で、類型の異なる複数の構造物に
高度な建設技術が発揮されています。こ
の点が、国の文化財審議会において高く
評価されました。我が国の重要文化財の
中では最大規模となります。
今回の指定で、市の国指定文化財は上

野原の大ケヤキ、無生野の大念仏に続い
て3件となり、指定文化財は全部で62件
となりました。
指定の詳細は4月号で紹介する予定で

す。

●問い合わせ
社会教育課社会教育担当（蕁62－3409）

八ツ沢発電所施設が国の
重要文化財に指定されました

市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と

お
り
平
成
18
年
度
上
野
原
自
然
探

検
隊
新
規
探
検
隊
員
を
募
集
し
ま

す
。

●
対
象

新
小
学
3
年
生
〜
新
小

学
6
年
生（
20
名
程
度
）

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

上
野
原

小
学
校
教
諭
　
中
込
一
雄
先
生

他
数
名

●
目
的

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く

継
続
的
に
自
然
体
験
を
行
え
る

場
を
提
供
す
る
。

①
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
。

②
自
然
に
対
す
る
感
性
を
培
い
、

豊
か
な
心
を
育
て
る
。

●
活
動
内
容

上
野
原
市
周
辺
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
平
成
18
年
4

月
〜
19
年
3
月
ま
で
の
1
年
間

を
と
お
し
て
活
動
を
し
ま
す
。

（
主
に
月
1
回
土
曜
日
実
施
）

●
参
加
条
件

①
1
年
間
参
加
す
る
意
思
が
あ
る

こ
と

②
保
護
者
の
同
意
が
あ
る
こ
と

③
安
全
に
野
外
活
動
が
で
き
る
こ

と
④
協
力
し
て
集
団
活
動
が
で
き
る

こ
と

⑤
保
護
者
の
責
任
に
お
い
て
集
合

場
所（
基
本
的
に
は
も
み
じ
ホ

ー
ル
）ま
で
来
ら
れ
る
こ
と

●
申
込
み
期
限
　
3
月
30
日（
木
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

平
成
18
年
度
上
野
原
自
然
探
検
隊
隊
員
の
募
集

17
年
度
の
活
動
風
景

▲
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秋山地区富岡区で
どんど焼きを再開

1月14日、秋山地区富岡区でどんど
焼きが実施されました。
秋山地区富岡区では、長年実施され

ていなかった「どんど焼き」をどんど焼
き実行委員会を組織して、平成17年に
再開しました。この行事の再開にあた
り、実行委員会では「行事を行うこと
で地域の融和と団結を図りたい。」と
話していました。

は
、
次
の
と
お
り
在
職
者
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

《
商
業
簿
記
入
門
》

●
対
象
者
　
初
心
者

●
日
程

5
月
8
・
9
・
11
・

12
・
15
・
16
・
18
・
19
・
22
・

23
・
25
・
26
・
29
日
の
13
日
間

●
時
間

午
後
6
時
〜
8
時
50
分

●
定
員
　
20
人

●
受
講
料

4
2
0
0
円

《
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
X
P
》

●
対
象
者
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知

識
と
操
作
方
法
を
習
得
し
た
い

方
●
日
程

5
月
11
・
12
・
15
・

16
・
18
・
19
日
の
6
日
間

●
時
間

午
後
6
時
〜
8
時
50
分

●
定
員
　
20
人

●
受
講
料

2
1
0
0
円

《
中
高
年
齢
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座
活
用
編
》

●
対
象
者
　
中
高
年
齢
者（
基
本

操
作
の
で
き
る
方
）

●
日
程

5
月
24
・
25
・
26
日
の

3
日
間

●
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

●
定
員
　
20
人

●
受
講
料

2
1
0
0
円

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立

都
留
高
等
技
術
専
門
校（
蕁
43
―

8
9
1
1
）

帝
京
科
学
大
学
か
ら
動
物

福
祉
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

《
ぼ
く
ら
は
み
ん
な
生
き
て
い
る

〜
コ
コ
ペ
リ
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
》

帝
京
科
学
大
学
で
は
、
学
生
た

ち
が
中
心
と
な
っ
て
、
動
物
た
ち

の
幸
せ
に
つ
い
て
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
ん
で
考
え
る
新
感

覚
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

（
夜
間
に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

も
あ
り
ま
す
。）

●
日
時

・
3
月
10
日（
金
）正
午
〜
午
後
8

時
・
3
月
11
日（
土
）午
前
10
時
〜
午

後
8
時

●
場
所

帝
京
科
学
大
学

●
入
場
料

無
料

●
内
容

・
ペ
ッ
ト
・
畜
産
動
物
・
野
生
動

物
・
展
示
動
物
た
ち
の
現
状
と

未
来
の
展
望
を
物
語
に
沿
っ
た

パ
ビ
リ
オ
ン
を
冒
険
す
る
こ
と

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
犬
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
有
害
鳥

獣
対
策（
電
柵
の
正
し
い
は
り

方
等
）を
紹
介
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.anim

alw
eb.jp/b

okuiki/

●
問
い
合
わ
せ

帝
京
科
学
大
学

（
蕁
63
│

6
8
7
9（
代
））

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
で

借
金
問
題
・
成
年
後
見
で

困
っ
て
い
る
方
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

山
梨
県
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り
借
金

問
題（
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
消
費
者
金

融
等
多
重
債
務
）、
成
年
後
見（
高

齢
者
問
題
・
遺
言
・
相
続
問
題
）

で
困
っ
て
い
る
方
の
た
め
の
無
料

法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

（
要
予
約
）

●
日
時

3
月
19
日（
日
）午
後
1

時
〜
4
時

●
場
所

ぴ
ゅ
あ
富
士

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー（
蕁
0
5
5
│

2
5
3
│

2
3

7
6
）

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

上
野
原
市
テ
ニ
ス
協
会
主
催
の

男
女
シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

《
女
子
シ
ン
グ
ル
ステ

ニ
ス
大
会
》

●
日
時

3
月
26
日（
日
）午
前
9

時
〜

●
会
場
　
上
野
原
グ
リ
ー
ン
テ
ニ

ス
●
参
加
資
格
　
上
野
原
市
在
住
、

在
勤
ま
た
は
在
学
の
方

●
参
加
費
用
　
1
人
2
0
0
0
円

（
学
生
は
1
人
1
0
0
0
円
）

●
申
込
み
期
限
　
3
月
19
日（
日
）

《
男
子
シ
ン
グ
ル
ステ

ニ
ス
大
会
》

●
日
時

4
月
9
日（
日
）午
前
9

時
〜

●
会
場
　
上
野
原
グ
リ
ー
ン
テ
ニ

ス
●
参
加
資
格
　
上
野
原
市
在
住
、

在
勤
ま
た
は
在
学
の
方

●
参
加
費
用
　
1
人
2
0
0
0
円

（
学
生
は
1
人
1
0
0
0
円
）

●
申
込
み
期
限
　
4
月
2
日（
日
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
上
野

原
市
テ
ニ
ス
協
会
市
川
（
蕁
66

―

2
5
6
5
）

防
犯
灯
の
寄
贈

1
月
24
日
、
東
京
電
力
株
式
会

社
大
月
支
社
か
ら
、
地
域
の
犯
罪

防
止
の
環
境
づ
く
り
に
寄
与
し
た

い
と
、
防
犯
灯
10
基
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
防
犯
灯

は
、
壊
れ
た
も
の
と
の
交
換
な
ど

に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



巌
地
区

和
智
太
一

た
い
ち（

健
治
）、
鯨
岡
愛
結

ま

ゆ

（
大
助
）、
東
海
林
春
来

は
る
き（

誠
）、
水

越
太
一

た
い
ち（

克
仁
）

大
鶴
地
区

市
川
結
菜

ゆ

な（
和
利
）

上
野
原
地
区

小
林
瑠
奈

る

な

（
茂
明
）、
奈
良
結
花

ゆ
い
か

（
公
雄
）

棡
原
地
区

石
田
亮り

ょ
う（

豊
）

秋
山
地
区

原
田
真
来

ま
ゆ
き（

秀
二
）

上
野
原
地
区

大
内
正
人
＝
水
越
正
美

石
川
健
二
＝
鷹
取
由
美

秋
山
地
区

関
戸
悟
＝
福
島
さ
や
か

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
1
月
中
届
出
分
＝
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慢
性
硬
膜
下
血
腫

上
野
原
市
立
病
院
　
脳
神
経
外
科

長
坂
光
泰
　
副
院
長

NO.13

私
は
、
75
才
男
性
で
す
。
雪
で

滑
っ
て
転
ん
で
頭
を
ぶ
つ
け
、
病

院
に
行
っ
て
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
検

査
を
受
け
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
、
先
生
に
「
今
の

と
こ
ろ
心
配
な
い
。
し
か
し
、
お

年
寄
り
は
１
・
２
か
月
経
過
し
て

か
ら
頭
に
血
が
た
ま
る
こ
と
が
あ

る
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
何
を
意
味
し
て

い
る
か
と
い
う
と
、
頭
部
打
撲
後

１
・
２
か
月
経
過
し
て
症
状
が
現

れ
る
疾
患
、
慢
性
硬
膜
下
血
腫
の

こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

慢
性
硬
膜
下
血
腫
は
、
高
齢
者

に
多
く
、
病
因
と
し
て
、
日
常
誰

も
が
経
験
し
て
い
る
、
頭
部
を
床
、

壁
、
柱
な
ど
に
打
ち
付
け
た
こ
と

が
原
因
に
な
り
え
ま
す
。
徐
々
に
、

硬
膜
下（
脳
を
包
ん
で
い
る
膜
と

脳（
く
も
膜
）の
間
）に
、
液
状
の

血
液
成
分
が
貯
留
し
て
、
脳
を
圧

迫
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
症
状
が

出
現
し
ま
す
。
頭
部
打
撲
が
は
っ

き
り
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

症
状
は
、
な
ん
と
な
く
ぼ
ー
っ

と
し
て
い
る
、
眠
り
が
ち
で
活
動

力
が
低
下
、
物
忘
れ
の
悪
化
な
ど
、

あ
る
意
味
認
知
症
の
よ
う
な
症
状

や
、
頭
痛
、
ふ
ら
つ
い
て
歩
行
が

あ
ま
り
で
き
な
い
、
し
ゃ
べ
り
に

く
い
、
半
身
麻
痺
の
出
現
、
さ
ら

に
、
意
識
障
害
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

特
徴
と
し
て
は
、
発
症
時
期
が

は
っ
き
り
せ
ず
、
徐
々
に
進
行
し

て
く
る
こ
と
で
す
。
お
酒
が
好
き

な
男
性
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。（
酔
っ
て
転
ぶ
こ
と
が

多
い
た
め
で
す
。）

診
断
は
頭
部
Ｃ
Ｔ
な
ど
に
て
行

い
ま
す
。
治
療
は
、
す
み
や
か
に

脳
外
科
的
に
手
術
治
療
を
行
い
ま

す
。
脳
外
科
の
手
術
の
中
で
は
、

手
術
時
間
も
短
く
、
比
較
的
危
険

性
も
低
い
手
術
で
す
。
90
才
を
越

え
る
よ
う
な
高
齢
者
に
も
可
能
で

す
。お

年
寄
り
の
方
や
、
お
近
く
に

お
年
寄
り
が
お
ら
れ
る
方
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
早
く
適
切
な
処
置

が
な
さ
れ
れ
ば
、
比
較
的
簡
単
に

治
る
疾
患
で
す
。
是
非
覚
え
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

婚

姻

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

甲東地区 安藤 李紗
り さ

ちゃん（3歳）
佑成
ゆうせい

くん（9か月）
廣一さんと美紀さんの長女・長男

“これからも家族仲良く笑顔でいようね”

上野原地区 渡辺 野乃花
の の か

ちゃん（9歳）
音嬉
と き

ちゃん（6歳）
航陽
こうよう

くん（3歳）
祐之助
ゆ う の す け

くん（4か月）
車淳泰さんと渡辺留美さんの長女・二女・長男・二男

“3人寄れば文殊の知恵。4人寄れば・・・片づけて～！”



大
目
地
区

上
條
薫（
篤
宏
）、
小
俣
登（
宏
之
）、

清
水
盛
正（
敬
正
）、
上
條
良
作

（
栄
子
）、
水
越
マ
サ
子（
隆
弘
）

甲
東
地
区

志
村
光
三（
義
夫
）、
山
口
幸
男

（
竜
男
）、
網
野
梅（
秀
行
）、
志
村

民
子（
正
寿
）

巌
地
区

堀
之
内
稔（
和
仁
）、
尾
形
節
子

（
久
治
）

島
田
地
区

佐
波
ひ
で（
顴
典
）

上
野
原
地
区

杉
本
は
る（
浩
長
）、
佐
藤
光
太
郎

（
弘
仁
）、
山
闢
一
郎（
和
彦
）、
澤

井
茂（
泰
江
）、
磯
部
清
孝（
幾
代
）、

加
藤
浩（
忠
亮
）、
森
田
啓
子（
栄
治
）、

山
闢
哲
男（
英
明
）、
杉
本
富
美
子

（
傳
鐡
）、
新
倉
ひ
み
子（
行
雄
）、

佐
藤
玉
江（
秀
一
）、
小
川
の
ぶ
子

（
司
郎
）

棡
原
地
区

落
合
修
顴（
康
文
）、
高
橋
一
敏

（
但
）、
白
鳥
一
声（
米
子
）、
鐡
村

ふ
さ
子（
一
男
）、
白
鳥
　
　
ゑ

（
貞
男
）

秋
山
地
区

佐
藤
幸
村（
久
文
）、
金
子
和
仁

（
隆
一
）
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◇『
道
三
堀
の
さ
く
ら
』

山
本
一
力
／
著
　
角
川
書
店

江
戸
時
代
、
飲
み
水
を
商
う

「
水
売
り
」が
い
た
。
水
売
り
の

龍
太
郎
と
、
蕎
麦
屋
の
娘
・
お

あ
き
。
2
人
の
気
持
ち
は
、
ぴ

た
り
と
重
な
り
合
っ
て
い
た
は

ず
だ
っ
た
が
・
・
・
。

◇『
英
雄
先
生
』

東
直
己
／
著
　
角
川
書
店

ボ
ク
サ
ー
と
し
て
の
夢
が
破

れ
て
地
元
に
高
教
教
師
と
し
て

戻
っ
た
池
田
は
、
あ
る
日
、
教

え
子
の
女
子
高
生
が
失
踪

し
・
・
。
超
ユ
ー
モ
ア
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
誕
生
。

上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

33
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

5 6 7 8 9
21

10
3 4

11
12 13 14 15 16 17 18
19 21

28 29
22 23

31
24 25

26
20
27

　　

30

一

般

書

◇
『
春
朗
合
わ
せ
鏡
』

高
橋
克
彦
／
著
　
文
藝
春
秋

◇
『
単
騎
、
千
里
を
走
る
』

白
川
道
／
著
　
幻
冬
社

◇
『
悲
劇
週
間
』

矢
作
俊
彦
／
著
　
文
藝
春
秋

◇
『
梟
首
の
島
　
上
・
下
巻
』

坂
東
眞
砂
子
／
著
　
講
談
社

◇
『
キ
リ
ス
ト
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』

オ
グ
・
マ
ン
デ
ィ
ー
ノ
／
著

牧
野
・
M
・
美
枝
／
訳
　
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
社

◇
『
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

下
げ
る
食
事
』

板
倉
弘
重
／
監
修
　

成
美
堂
出
版

◇
『
ア
ス
ベ
ス
ト
汚
染
と健

康
被
害
』

森
永
謙
二
／
編
著
　

日
本
評
論
社

児

童

書

◆
『
崖
の
国
物
語
６

ヴ
ォ
ッ
ク
ス
の
逆
襲
』

ポ
ー
ル
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
／
作

ク
リ
ス
・
リ
デ
ル
／
絵
　
唐
沢

則
幸
　
ポ
プ
ラ
社

◆
『
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
か
ら

逃
げ
だ
せ
！
』

イ
ヴ
・
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
／
著

瓜
生
智
寿
子
／
訳
　
早
川
書
房

◆
『
最
後
の
宝
』

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
S
・
ア
ン
ダ
ー

ソ
ン
／
著
　
光
野
多
惠
子
／
訳

早
川
書
房

◆
『
波
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
』

竹
下
文
子
／
作
　
鈴
木
ま
も

る
／
絵
　
岩
崎
書
店

◆
『
気
に
な
る
、
あ
い
つ
』

岡
信
子
・
小
暮
正
夫
／
編
　
鈴

木
ま
も
る
／
絵
　
岩
崎
書
店

◆
『
ド
ラ
ゴ
ン
は
王
子
さ
ま
』

茂
市
久
美
子
／
作
　
と
よ
た
か

ず
ひ
こ
／
絵
　
国
土
社

絵

本

○
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

夏
目
漱
石
／
文
　
武
田
美
穂
／

絵
　
斎
藤
孝
／
編
　
ほ
る
ぷ
出

版
○
『
チ
ー
タ
カ
・
ス
ー
イ
』

西
村
繁
男
／
作
　
福
音
館
書
店

○
『
あ
な
た
を
ず
っ
と

ず
っ
と
あ
い
し
て
る
』

宮
西
達
也
／
作
絵
　
ポ
プ
ラ
社

○
『
ね
ど
こ
ど
こ
か
な
？
』

ジ
ュ
デ
ィ
・
ヒ
ン
ド
レ
イ
／
ト

ー
ル
・
フ
リ
ー
マ
ン
／
絵
　
小

学
館

○
『
か
え
る
く
ん
は
　
か
な
し
い
』

マ
ッ
ク
・
ベ
ル
ジ
ュ
イ
ス
／
文

絵
　
清
水
奈
緒
子
／
訳
　
セ
ー

ラ
ー
出
版

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
み
つ
ば
ちマ

ー
ヤ
の
冒
険
』

◎
日
時
　
3
月
11
日（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
後
2
時
〜
2
時
30
分

☆
親
子
文
芸
講
座
☆

『
押
し
花
教
室
』

◎
日
時
　
3
月
25
日(

土)

午
後
2
時
〜

☆
お
は
な
し
会
☆

『
は
る
に
な
っ
た
ら
』
ほ
か

◎
日
時
　
3
月
18
日（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

朗
読
館
☆

『
増
え
続
け
た
ウ
サ
ギ
』

岩
崎
ま
さ
え
作
　
他

◎
日
時
　
3
月
19
日（
日
）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

死

亡

今
月
の
一
冊

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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2月12日、桂川少年野球場において上野原市少年
野球教室が開催されました。この野球教室には、ヤク
ルトスワローズや広島カープなどで活躍した山田勉さ
んを講師に招いて実施され、チームごとにピッチング
やバッティングなどの指導を受けていました。

甲東保育所で新年子ども会

この広報は古紙配合率100％の再生紙と、環境に優しい植物性大豆油インキを使用しています。

1月26日、甲東保育所において「新年子ども会」が行われました。
この日は、最近見かけることが少なくなっている、こま回しやかるた
遊び、相撲遊びなどを行いました。多くの園児が上手にこまを回した
り、かるた遊びでは、文章の最初の文字が読まれるとすぐにかるたを
取ったりと楽しい一日を過ごしていました。
また、最後には園児全員で誕生日の歌を歌い、みんなの誕生日を祝

いました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください
企画課企画調整担当 電話62-3118

人口●28,454人 （－21）
男 ●14,195人 （－16）
女 ●14,259人 （－ 5）
世帯●10,066世帯（＋10）
平成18年2月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●上野原市少年野球教室
1月24日から4回にわたって、女性の健康セミナー

が実施されました。
第1回セミナーでは、大月市の医師、武者稚枝子先

生が、「更年期に起こる身体の変化・治療」と題して、
講演しました。

●女性の健康セミナー

昭和24年1月26日、法隆寺金堂の壁画が焼損した
ことを契機に、文化財を火災や震災などから保護する
ために、昭和30年にこの日を文化財防火デーと定め
ました。市でも毎年1月26日を中心に、文化財の立
ち入り調査を行っています。（写真は安寺沢の郷倉）

●第52回文化財防火デー
2月10日、第一保育所園児がデイサービスセンタ

ーやすらぎ荘上野原を訪問しました。
園児たちは、歌や踊りを披露したり、おじいちゃん、

おばあちゃんとゲームをしてふれ合ったりと世代を越
えて楽しいひとときを過ごしました。

●第一保育所園児がやすらぎ荘を訪問
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
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